
石川県立美術館だより
第349号	 平成24年11月1日発行

第59回日本伝統工芸展金沢展

■石川県の名宝
	 －国宝・重文・県文－

■再興第97回院展金沢展

第59回日本伝統工芸展金沢展より
文部科学大臣賞「鋳黒味銅象嵌花器『心の海』」宮薗士朗（石川）

寺井直次の漆の美より
「金胎蒔絵水指	春」　昭和51年
東京国立近代美術館蔵

能登の彫刻家たちより
「SPIRAL.3-TUKI」　木戸　修

特別陳列
加賀藩の美術工芸

特別陳列
生誕100年記念
寺井直次の漆の美

特別陳列
能登の彫刻家たち
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我
が
国
は
、
四
季
の
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
、
多
様
な
自

然
環
境
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
各
地
の
風
土

に
根
ざ
し
た
工
芸
品
が
生
み
出
さ
れ
、
伝
統
技
術
を
大
切

に
継
承
し
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
本
展
は
、
こ
の
優
れ

た
伝
統
技
術
の
保
護
と
後
継
者
の
育
成
、
な
ら
び
に
伝
統

工
芸
に
対
す
る
普
及
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・
金
工
・
木
竹
工
・
人

形
・
諸
工
芸
（
七
宝
・
硝
子
・
截
金
な
ど
）
の
七
部
門
の

入
選
作
品
六
一
六
点
の
中
か
ら
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
・
受
賞
者
等
の
作
品
と
、
北
陸
三
県
、
及
び
そ
の
他
の

地
の
入
選
作
品
を
含
め
、
約
三
五
〇
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

今
年
の
石
川
県
の
入
選
者
は
六
十
五
人
で
、
そ
の
う
ち

金
工
部
門
で
宮
薗
士
朗
氏
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
、
木
竹

工
部
門
で
角
間
泰
憲
氏
が
日
本
工
芸
会
新
人
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

◆
観
覧
料

個　

人

団
体（
20
名
以
上
）

一　

般

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

大
学
生

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

高
校
生
以
下

無
料

無
料

　

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ

り
団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。

第59回

日本伝統工芸展金沢展

10月26日（金）～11月4日（日）　会期中無休

主催／石川県教育委員会、日本放送協会金沢放送局、朝日新聞社、北國新聞社、日本工芸会
後援／文化庁、富山県教育委員会、福井県教育委員会

※最終日（4日）は午後5時まで
　（入場は午後4時30分まで）

神代杉挽曲造木象嵌色紙箱
灰外達夫

桑造方盛器　川北良造

象嵌朧銀花器「樹影」　中川　衛

砂張千筋水指　魚住為楽

日本工芸会新人賞
一位造小箪笥　角間泰憲（石川）

平文箱「富士和讃」
大場松魚（遺作出品）

友禅着物「滝の音」
二塚長生

蒔絵箱「十六夜」中野孝一

網代隅切重箱　小森邦衞

沈金鯰の箱　前　史雄

釉裏金彩更紗文花器　吉田美統

◆展示作品解説

日　時 11：00 ～ 13：30 ～

10/27（土） 《漆　芸》	 山岸　一男 《陶　芸》	 武腰　　潤

　	28（日） 《金　工》	 大澤　光民 講　演　会

　	29（月） 《金　工》	 宮薗　士朗 《木竹工》	 灰外　達夫

　	30（火） 《染　織》	 毎田　健治 《金　工》	 魚住　為楽

　	31（水） 《人　形》	 紺谷　　力 《木竹工》	 川北　浩彦

11/	1（木） 　　　　　　 　　　　　　

　　2（金） 《漆　芸》	 中野　孝一 《陶　芸》	 中田　一於

　　3（土） 《染　織》	 二塚　長生 《陶　芸》	 宮西　篤士

　　4（日） 《漆　芸》	 小森　邦衞 石川県立
美術館長	 嶋崎　　丞

講　演　会
演　題　「日本伝統工芸展と私」
講　師　森口　邦彦氏	

（重要無形文化財 ｢友禅｣ 保持者）
日　時　10月28日（日）　午後1時30分～
会　場　美術館ホール　〈聴講無料〉
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加
賀
藩
の
文
化
政
策
は
、
幕
藩
体
制
に
屈
従
を
強

い
ら
れ
た
藩
の
独
自
性
を
主
張
す
る
重
要
か
つ
有
効

な
方
策
で
し
た
。
軍
事
力
や
政
治
力
を
全
面
に
出
せ

ば
幕
府
を
刺
激
し
、
改
易
の
危
機
に
直
面
し
ま
す
。

し
か
し
文
化
と
い
う
土
俵
の
上
な
ら
ば
、
幕
府
に
正

面
か
ら
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
賀
藩
三
代

藩
主
の
前
田
利
常
は
、
幕
府
か
ら
様
々
な
圧
迫
を
受

け
た
京
都
の
後
水
尾
天
皇
を
模
範
と
し
て
、
質
・
量

と
も
に
幕
府
を
凌
ぐ
文
化
政
策
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
政
策
は
、
儒
教
や
博
物
学
的
に
深

化
さ
れ
て
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
に
継
承
さ
れ
ま
し

た
。

　

加
賀
藩
の
文
化
政
策
は
、
大
き
く
収
集
と
育
成
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
名
品
の
収
集
は
、
大
名
の
格
式
を

対
外
的
に
印
象
付
け
る
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
前
田
家
の
収
集
は
、
日
本
の
古
筆
や
典
籍
類

か
ら
、
広
く
中
国
や
西
洋
の
文
物
に
ま
で
及
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
単
に
世
界
各
地
か
ら
名
品
を
集
め

る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藩
経
営
の
一
環
と
し
て
美

術
工
芸
の
育
成
事
業
を
行
っ
て
い
る
点
に
前
田
家
の

独
自
性
が
あ
り
ま
す
。
名
工
を
招
聘
し
、
武
具
の
制

作
や
保
守
な
ど
で
培
わ
れ
た
技
術
の
地
盤
を
活
用
し

て
、
高
い
技
術
と
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
が
融
合
し
た

名
作
の
数
々
が
十
七
世
紀
を
中
心
に
加
賀
藩
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
陳
列
で
は
、
収
集
さ
れ
た
名
品
と
し

て
「
世
説
新
語
」、
黙
庵
霊
淵
筆
「
四
睡
図
」、「
荏

柄
天
神
縁
起
絵
巻
」
上
巻
、
周
文
筆
と
伝
え
ら
れ

る
「
四
季
山
水
図
」、
雪
舟
筆
と
伝
え
ら
れ
る
「
四

季
花
鳥
図
」（
以
上
、
重
要
文
化
財
）
を
展
示
し
ま

す
。
そ
し
て
会
期
が
日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢
展
と
も

重
な
る
こ
と
か
ら
、
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
育
成
事
業

を
象
徴
す
る
重
文
「
百
工
比
照
」
か
ら
金
色
類
、
木

之
類
、
釘
隠
引
手
、
釘
隠
金
具
を
展
示
し
ま
す
。

特別陳列

加賀藩の美術工芸

10月25日（木）～11月28日（水）　会期中無休

　

加
賀
藩
五
代
藩
主
の
前
田
綱
紀
は
、
三
十
代
で
既
に
書
物
の
収
集
で
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
綱
紀
は
単
に
収
集
す
る
の
み
な
ら
ず
、
熱
心
に
読
み
込
ん
で
い
る
事
実
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
綱

紀
の
学
習
意
欲
を
支
え
た
の
が
、
自
発
な
学
習
に
よ
っ
て
天
と
一
体
と
な
る
聖
人
へ
の
道
を
説
く
儒
教
や
朱
子

学
で
し
た
。
今
回
は
「
青
貝
敬
字
箪
笥
」
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
綱
紀
が
書
物
を
収
め
、
座
右
に
置
い
て

使
用
し
た
箪
笥
で
す
。
扉
正
面
に
螺
鈿
で
「
敬
」
の
一
字
を
大
き
く
あ
し
ら
い
、
そ
の
下
に
『
周
易
』
坤
の
一

節
「
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
、
敬
義
立
而
徳
不
孤
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
意
は
「
敬
（
つ
つ
し
み
）

で
も
っ
て
、
内
心
を
正
直
に
し
、
け
じ
め
で
も
っ
て
、
外
に
向
か
う
行
い
を
方
正
に
す
る
。
敬
と
義
が
両
立
す

れ
ば
、
そ
の
人
の
徳
は
孤
立
的
で
は
あ
り
え
な
い
」
で
あ
り
、
綱
紀
が
学
問
を
通
し
て
目
指
し
た
聖
人
の
姿
を

示
し
て
い
ま
す
。

学芸員の眼

前田育徳会
尊經閣文庫分館

重文	荏柄天神縁起絵巻（部分）	鎌倉14世紀
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寺
井
直
次
氏
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
そ
の
功
績
は
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
作
家
と
し
て
の
高
い
技
量
に
よ
っ
て
、
数
々
の
秀
作
を

発
表
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
精
進
の
道
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
病
を
得
た
時
期
も
あ
り
人
知
れ
ぬ
苦
労
が
あ
っ
た

こ
と
と
推
察
さ
れ
ま
す
が
、
生
涯
弛
ま
ず
制
作
に
向
か
う
意
志
を
秘
め
、
繊
細
優
美
で
気
品
に
満
ち
た
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

二
つ
め
は
、
金
胎
蒔
絵
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
前
の
理
化
学
研
究
所
時
代
か
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
金
属
の
素
地
の
上
に
漆

を
塗
り
、
環
境
が
異
な
っ
て
も
ゆ
が
み
の
こ
な
い
強
靱
な
ボ
デ
ィ
を
創
出
し
た
こ
と
で
す
。
県
立
工
業
学
校
、
東
京
美
術
学
校
と
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
、
卒
業
後
は
畑
違
い
の
化
学
の
仕
事
に
従
事
し
、
後
年
そ
の
成
果
を
創
作
の
上
に
活
か
す
と
い
う
、
そ
の
知
的
探
究
精
神

は
途
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

三
つ
め
は
、
戦
後
金
沢
へ
戻
り
作
家
と
し
て
立
つ
こ
と
を
決
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
母
校
・
県
工
か
ら
の
強
い
要
請
に
よ
っ
て
教

鞭
を
と
る
こ
と
と
な
り
、
定
年
ま
で
指
導
を
続
け
た
こ
と
で
す
。「
教
育
は
、
片
手
間
で
は
で
き
な
い
」
と
い
う
思
い
で
、
制
作
の
た
め

に
教
育
を
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
当
県
漆
芸
界
の
後
進
の
育
成
に
情
熱
を
注
い
だ
の
で
す
。

学芸員の眼

「金胎蒔絵飾箱　富貴」平成元年　東京国立博物館蔵
Image：TNM	Image	Archives

　

大
正
元
年
、
金
沢
に
生
ま
れ
た
寺
井
直
次
氏
は
、
蒔

絵
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
十
四
年
石
川
県
立
工
業
学

校
漆
工
科
に
入
学
し
漆
芸
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
五
年
に
東
京
美
術
学
校
へ
進
学
し
、
六
角

紫
水
、
松
田
権
六
、
山
崎
覚
太
郎
と
い
っ
た
近
代
日
本

の
漆
芸
界
を
代
表
す
る
人
々
に
師
事
し
、
漆
の
可
能
性

を
追
究
し
ま
し
た
。
十
年
に
美
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒

業
、
財
団
法
人
理
化
学
研
究
所
に
入
り
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

に
漆
の
塗
膜
を
ほ
ど
こ
す
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
の
体

験
は
後
年
、
金
属
を
素
地
と
し
た
金
胎
蒔
絵
の
創
出
に

活
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
中
央
で

の
研
鑽
も
、
敗
戦
に
よ
っ
て
郷
里
に
戻
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
戦
後
は
金
沢
を
生
涯
の
制
作
の
場
と
し
ま

し
た
。
昭
和
二
十
一
年
に
は
日
展
に
初
入
選
し
本
格
的

な
作
家
活
動
を
開
始
、
三
十
年
か
ら
は
次
第
に
日
本
伝

統
工
芸
展
を
中
心
に
作
品
を
発
表
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
後
の
地
道
な
技
の
探
究
は
、
と
り
わ
け
卵
殻
の
技
法

に
個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
り
、
六
十
年
「
蒔
絵
」

の
分
野
で
国
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
寺
井
氏
は
母
校
の
県
立
工
業
高
等
学
校
で
長

く
教
鞭
を
執
り
、
退
職
後
も
石
川
県
立
輪
島
漆
芸
技
術

研
究
所
初
代
所
長
と
し
て
後
進
の
育
成
に
尽
力
す
る
な

ど
、
石
川
県
の
漆
芸
界
の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
展
は
、
寺
井
氏
の
生
誕
一
〇
〇
年
を
迎
え
て
、
初

期
か
ら
晩
年
に
至
る
作
品
七
〇
点
を
一
堂
に
展
示
し
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
優
れ
た
技
の
美
を
ご
覧
い
た
だ
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

十
一
月
十
一
日
、
十
八
日
、
二
十
五
日
の
各
日

曜
、
午
前
十
一
時
よ
り
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。	

［
要
観
覧
料
］

特別陳列

生誕100年記念
寺井直次の漆の美
10月25日（木）～11月28日（水）　会期中無休

「金胎蒔絵漆箱　美奈面」昭和62年
金沢市立中村記念美術館蔵

「極光」（2曲屏風）昭和31年
東京国立近代美術館蔵
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能
登
地
区
を
車
で
巡
り
ま
す
と
、
各
地
に
石
碑
が
多
く
建
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
は
道
路
開
通
記
念
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
圃
場
や
造
成
、
治
水
工
事
な
ど
の
整
備
事
業
な
ど

の
竣
工
や
完
成
記
念
で
あ
っ
た
り
す
る
ほ
か
、
地
区
の
功
労
者
の
顕
彰
碑
、
文
学
碑
な
ど
。
ま
た
今

時
大
戦
の
忠
魂
碑
や
慰
霊
碑
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
彫
刻
の
あ
る
町
造
り
に
係
っ
て
の
多
種
多
様

な
作
品
ま
で
見
る
こ
と
が
出
来
、
在
所
の
道
路
に
面
し
複
数
以
上
の
碑
が
見
え
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
近
現
代
的
な
彫
刻
作
品
は
少
な
く
と
も
、
土
地
を
愛
し
た

人
々
の
生
活
と
営
み
の
記
憶
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で

あ
り
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
で
あ
り
、
地
区
の
心
の
拠
り
所
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
記
念
碑
の
存
在
に

彫
刻
が
こ
れ
か
ら
も
関
わ
っ
て
い
け
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

学芸員の眼
　

日
本
海
に
大
き
く
突
き
出
た
能
登
半
島
は
、
海
を
挟

ん
で
大
陸
・
半
島
と
向
き
合
う
位
置
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
古
く
に
は
我
が
国
の
表
玄
関
側
と
し
て
往
時
の
先

進
文
化
を
伝
え
る
地
区
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
海
航

路
の
拠
点
地
域
と
し
て
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
故
郷
を
離

れ
海
を
越
え
て
各
地
に
雄
飛
す
る
進
取
の
気
性
も
窺
え

る
地
区
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

能
登
地
区
の
永
い
歴
史
と
人
々
の
営
み
に
育
ま
れ
て

き
た
こ
の
地
は
今
日
、
豊
か
な
自
然
と
伝
統
文
化
を
伝

え
、
我
が
国
の
原
風
景
を
残
す
地
区
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
能
登
地
区
は
今
日
、
彫
刻
に
繋
が
り
ま
た
直
接

関
係
す
る
伝
統
工
芸
や
産
業
、
美
術
学
校
が
見
当
た
ら

な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
能
登
地
区
出
身
で
全
国
区
で
活

躍
す
る
作
家
や
、
現
在
能
登
を
拠
点
に
活
動
中
の
作

家
、
さ
ら
に
は
能
登
出
身
の
物
故
彫
刻
家
を
含
め
、
多

様
で
個
性
的
な
彫
刻
家
の
活
動
の
展
開
が
見
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
作
家
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
素
材
と
向
か
い
合
っ
て
紡
ぎ
出
す
よ
う
な
独
自
の
展

開
が
見
え
る
も
の
で
、
能
登
地
区
の
風
土
の
よ
う
な
一

見
、
寡
黙
で
地
味
な
が
ら
も
素
朴
で
確
か
な
存
在
感
を

漂
わ
せ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
え
ま
す
。

　

昨
今
の
震
災
以
来
、
改
め
て
地
域
と
人
々
の
生
活
・

文
化
を
含
め
た
繋
が
り
に
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
各
地
区
に
お
い
て
も
美
術
に
よ
る
絆
の
深
化
が
期

待
さ
れ
る
な
か
、
特
に
、
野
外
の
展
示
を
も
持
つ
彫
刻

分
野
の
活
動
は
、
今
後
益
々
期
待
さ
れ
る
も
の
が
あ
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

展
示
で
は
、
石
・
木
・
塑
造
・
金
属
の
素
材
別
に
、

現
在
活
動
中
の
作
家
作
品
と
並
び
、
能
登
地
区
出
身
の

物
故
作
家
の
作
品
を
取
り
混
ぜ
展
示
す
る
も
の
で
計

二
十
作
家
、
合
計
二
十
八
件
の
作
品
を
展
示
す
る
も
の

で
す
。

特別陳列

能登の彫刻家たち
10月25日（木）～11月28日（水）　会期中無休

顔　　田中太郎 ANOTHER	VISION	15　　池上　奨

第4展示室
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本
年
九
月
現
在
、
国
宝
の
総
点
数
は
一
、〇
八
三
件
、

重
要
文
化
財
は
建
造
物
二
、一
七
四
件
、
美
術
工
芸
品

九
、五
六
四
件
の
合
計
一
一
、七
三
八
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
石
川
県
に
は
国
宝
二
件
、
重
要
文
化
財

一
二
七
件
（
建
造
物
四
十
三
、
美
術
工
芸
品
八
十
四
）

が
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
当
館
で
は
、
数
多
く
の
指
定
文
化
財
の
公

開
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
で
も
一
昨
年
の
「
加

越
能
の
美
術
」
で
は
、
県
内
に
所
在
す
る
国
宝
二
件
と

重
要
文
化
財
二
十
七
件
を
公
開
し
、
県
外
よ
り
十
四
件

を
借
用
し
て
展
示
し
ま
し
た
。
指
定
文
化
財
を
こ
の
よ

う
に
大
規
模
に
公
開
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
珍
し
い
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
は
当
館
が
文
化
庁
か
ら
「
公
開
承
認
施
設
」
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
っ
て
い
る
も
の

で
、
文
化
財
の
公
開
促
進
を
図
る
た
め
、
そ
の
扱
い
に

精
通
し
、
経
験
の
豊
富
な
施
設
が
こ
れ
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
館
は
旧
館
時
代
か
ら
そ
の
認
定
を
受
け
て

お
り
、
毎
年
秋
に
「
石
川
の
名
宝
」「
石
川
の
文
化
財
」

な
ど
と
し
て
公
開
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
寺
社
な
ど
県
内
の
所
蔵
者
の
方
か
ら
文
化

財
の
保
存
管
理
を
委
託
さ
れ
、
お
預
か
り
し
た
文
化
財

を
こ
の
機
会
に
公
開
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
文
化
財
保
護
強
調
週
間
に
ち
な

み
、
こ
の
公
開
促
進
の
意
味
あ
い
か
ら
国
宝
・
重
要
文

化
財
あ
わ
せ
て
十
四
点
の
ほ
か
、
本
年
新
た
に
石
川
県

指
定
文
化
財
と
な
っ
た
「
蒔
絵
亀
図
鞍
・
鐙
」
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

　

日
本
美
術
院
は
岡
倉
天
心
ら
の
呼
び
掛
け
に
よ
り

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
、
横
山
大
観
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
画
家
二
十
六
人
が
集
ま
り
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
近
代
日
本
画
の
歩
み
で
は
日
展
と
と
も
に
、
巨
大

な
足
跡
を
築
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

射
水
市
ゆ
か
り
の
文
化
功
労
者
で
あ
る
郷
倉
和
子
氏

の
近
作
な
ど
同
人
三
十
二
点
、
一
般
か
ら
の
入
選
作

六
十
五
点
の
合
計
九
十
七
点
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
金
沢

展
の
巡
回
は
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
以
来
、
三

年
ぶ
り
で
す
。
日
本
美
術
院
理
事
長
の
松
尾
敏
男
氏

（
文
化
功
労
者
）
の
「
白
糸
の
滝
」
同
人
の
福
王
寺
一

彦
氏
の
「
星
降
る
海
に
（
三
）」
な
ど
、
洗
練
さ
れ
た

作
品
群
を
ご
覧
下
さ
い
。

主
催
／
日
本
美
術
院
、北
國
新
聞
社
、石
川
県
立
美
術
館
、

財
団
法
人
石
川
県
芸
術
文
化
協
会

後
援
／
石
川
県
、
石
川
県
教
育
委
員
会
、
金
沢
市
、
金

沢
市
教
育
委
員
会
、
財
団
法
人
石
川
県
美
術
文

化
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
、
北
陸
放
送
、

テ
レ
ビ
金
沢
、
エ
フ
エ
ム
石
川
、
ラ
ジ
オ
か
な

ざ
わ
、
ラ
ジ
オ
こ
ま
つ
、
ラ
ジ
オ
な
な
お
、
北

國
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー
、
金
沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
ネ
ッ
ト

◆
入
場
料

当　

日

前
売
り

団　

体

一　
　

般
一
、〇
〇
〇
円

九
〇
〇
円

八
〇
〇
円

中
・
高
生

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

小
学
生

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

※
団
体
は
二
〇
名
以
上

◆
連
絡
先

北
國
新
聞
社
事
業
局　

	

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六

－

二
六
〇

－

三
五
八
一

再興第97回院展
金沢展

第2展示室

石川県の名宝
－国宝・重文・県文－
10月25日（木）～11月28日（水）　会期中無休11月15日（木）～28日（水）　会期中無休

石川県指定文化財「蒔絵亀図鞍・鐙」白糸の滝　　松尾敏男

1F企画展示室
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本
展
は
洋
画
家
村
田
省
蔵
氏
の
画
業
六
十
年
の
歩
み
を
回
顧
す
る
も
の
で
、
初
期
の
自
画

像
や
婦
人
像
な
ど
の
人
物
画
か
ら
、
金
沢
の
家
並
み
、
シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
た
北
海
道
の
色
彩

溢
れ
る
風
景
や
新
潟
の
稲
架
木
が
立
ち
並
ぶ
風
景
等
の
近
作
ま
で
、
約
九
十
点
の
油
彩
作
品

を
一
堂
に
会
し
、
村
田
省
蔵
氏
の
た
ゆ
ま
ず
に
深
ま
る
詩
情
と
造
形
美
の
世
界
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
。

　

村
田
省
蔵
氏
は
昭
和
四
年
金
沢
市
生
ま
れ
。
県
立
金
沢
第
二
中
学
校
か
ら
十
九
年
に
海
軍

飛
行
予
科
練
習
生
と
し
て
滋
賀
航
空
隊
に
入
隊
し
、
終
戦
に
よ
り
中
学
に
復
学
、
こ
の
間
の

価
値
観
の
変
転
に
苦
悩
す
る
の
で
す
が
、
二
十
年
十
月
に
開
か
れ
た
第
一
回
現
代
美
術
展

で
、
宮
本
三
郎
の
「
少
女
像
」
に
感
銘
を
受
け
、
絵
の
道
に
入
っ
た
の
で
し
た
。
二
十
一
年

に
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
（
現
金
沢
美
術
工
芸
大
学
）
の
第
一
期
生
と
し
て
入
学
し
、
高

光
一
也
、
宮
本
三
郎
に
学
び
ま
し
た
。
同
級
生
は
、
故
鴨
居
玲
、
円
地
信
二
、
オ
ク
ヤ
ナ
オ

ミ
、
谷
昭
二
、
富
田
裕
夫
等
、
多
士
済
々
で
す
。
在
学
中
に
婦
人
像
で
光
風
会
、
日
展
に
入

選
し
、
二
十
五
年
に
卒
業
す
る
と
さ
ら
に
、
研
究
科
に
進
み
、
翌
二
十
六
年
画
家
と
な
る
こ

と
を
決
意
し
て
上
京
、
小
絲
源
太
郎
に
師
事
し
ま
し
た
。
前
年
に
小
絲
が
教
授
と
な
っ
て
来

校
し
た
際
に
教
え
を
受
け
た
こ
と
を
縁
と
し
た
の

で
し
た
。
テ
ー
マ
を
風
景
と
し
、
日
展
に
出
品
を

続
け
て
、
五
十
年
日
展
会
員
、
平
成
二
年
評
議

員
、
十
年
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
十
八
年
恩
賜
賞
・

日
本
藝
術
院
賞
、
同
年
日
本
藝
術
院
会
員
に
推
挙

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
よ
り
鎌
倉
に
ア
ト
リ

エ
を
構
え
現
在
に
至
り
ま
す
が
、
自
己
の
画
業
の

原
点
と
な
っ
た
現
代
美
術
展
に
は
毎
年
出
品
を
続

け
、
石
川
の
後
進
の
育
成
に
意
を
尽
く
し
て
い
ま

す
。

村田省蔵　　斑雪　平成20年

十
一
月
の
行
事
予
定

◆
土
曜
講
座	

13
時
30
分
～　

美
術
館
講
義
室　
　

聴
講
無
料

10
日（
土
）
石
川
県
の
漆
芸

南　
　

俊
英　

学
芸
第
一
課	

担
当
課
長

17
日（
土
）
前
田
家
の
美
意
識　

―
収
集
と
育
成
―

高
嶋　

清
栄　

学
芸
第
二
課
長

24
日（
土
）
石
川
の
近
代
彫
刻　

吉
田
三
郎
を
中
心
に

北
澤　
　

寛　

学
芸
専
門
員

◆
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
小
学
生
親
子
対
象
）	

13
時
30
分
～　

２
Ｆ
ロ
ビ
ー
集
合　

参
加
無
料

11
日（
日
）
寺
井
直
次
の
わ
ざ
に
せ
ま
る
！　

特
別
陳
列
「
寺
井
直
次
の
漆
の
美
」
鑑
賞
会

　

一
般
社
団
法
人
示
現
会
は
、
本
年
四
月
、
東
京
の

国
立
新
美
術
館
で
第
六
十
五
回
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

巡
回
金
沢
展
で
は
、
昨
年
に
続
い
て
本
部
基
本
作
品

六
十
一
点
（
受
賞
作
品
を
含
む
）
と
地
元
石
川
県
作
品

三
十
四
点
、
合
計
九
十
五
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

示
現
会
は
堅
実
中
正
、
清
新
な
具
象
絵
画
を
目
指
し

て
、
昭
和
二
十
二
年
石
川
寅
二
を
中
心
に
創
立
以
来
、

（
故
）
大
内
田
茂
士
、（
故
）
楢
原
健
三
の
両
芸
術
院
会

員
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
石
川
県
支
部
設
立
が
承
認
さ
れ
、
一

昨
年
よ
り
巡
回
金
沢
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
県
内
美
術
界
の
恒
例
行
事
と
な
る
こ
と
を
目
途
に
努

力
、
精
進
い
た
し
ま
す
。

◆
入
場
料

　

一
般 

五
〇
〇
円
（
一
〇
名
以
上
の
団
体 

四
〇
〇
円
）	

　

六
十
五
歳
以
上 

四
〇
〇
円　

大
高
生 

三
〇
〇
円

　

※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
付
添
者
含
む
）・

中
学
生
以
下 

無
料

◆
連
絡
先　

　

森
脇
位
泰　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
一

－

二
二

－

一
五
三
七	

65周年記念
示現会展巡回金沢展
11月7日（水）～11日（日）　会期中無休

第7～9展示室

展
覧
会
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ

村
田
省
蔵
展 

－

画
業
60
年
の
歩
み

－
平
成
25
年
1
月
4
日（
金
）～
2
月
11
日（
月
・
祝
）

　会
期
中
無
休
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黒
に
塗
っ
た
鉄
製
の
円
柱
上
に
、
窓
を
意
図
し

て
組
み
合
わ
せ
た
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
四
角
い
枠
を

設
置
し
、
同
じ
く
ス
テ
ン
レ
ス
の
細
い
棒
を
繋
い

で
作
っ
た
立
方
体
群
を
繋
げ
、
星
座
の
獅
子
座
に

見
立
て
て
構
成
し
た
造
作
を
窓
枠
の
内
側
か
ら
外

に
か
け
て
組
み
込
ん
だ
作
品
で
す
。

　

窓
に
見
え
て
い
た
星
座
が
、
や
が
て
天
空
に
向

か
っ
て
伸
び
て
い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ

せ
て
く
れ
る
ロ
マ
ン
溢
れ
る
作
品
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
ス
テ
ン
レ
ス
の
光
る
金
属
の
冷
た
い
質
感
と

ス
ッ
キ
リ
し
た
形
態
は
シ
ャ
ー
プ
な
造
形
美
を
も

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
鏡
面
に
磨
い
た
窓
枠
の
面

に
は
、
組
み
込
ん
で
あ
る
星
座
の
造
作
や
作
品
を

取
り
巻
く
回
り
の
風
景
を
映
し
出
し
、
さ
ら
に
部

分
に
よ
っ
て
は
照
明
の
光
を
鋭
く
反
射
し
、
鑑
賞

者
の
観
る
角
度
に
よ
っ
て
は
予
想
を
さ
せ
な
い
光

景
の
変
化
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

作
者
の
末
政
哲
夫
氏
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

珠
洲
市
に
生
ま
れ
、
金
沢
大
学
教
育
学
部
を
卒
業

後
、
県
内
及
び
金
沢
市
内
の
小
中
高
等
学
校
で
教

鞭
を
執
り
な
が
ら
二
紀
会
を
中
心
に
作
品
を
発
表

し
て
お
ら
れ
、
現
在
、
二
紀
会
委
員
で
あ
る
と
と

も
に
県
内
の
金
属
造
形
の
指
導
的
立
場
に
も
あ
り

ま
す
。
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
の
金
属
を
用
い
、
幾
何

学
的
な
形
態
の
中
に
、
水
・
光
・
雲
や
天
体
を
含

む
森
羅
万
象
の
瞬
間
の
姿
を
捉
え
、
そ
れ
ら
の
造

形
化
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

（
こ
の
作
品
は
十
月
二
十
五
日
か
ら
の
特
別
陳
列

「
能
登
の
彫
刻
家
た
ち
」
展
に
て
展
示
し
て
い
ま
す
）

次回の展覧会　会期：12月1日（土）～12月24日（月・休）

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室 第3展示室 第5展示室

前田家の雅
―名物裂と能装束―

大乗寺の文化財
―加賀に伝わる　
　曹洞宗の名宝―

特集展示
新保甚平展
―風景巡礼―

特集展示
石川の近代彫刻を
ふりかえって




